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女 人 絡 法

性 夕 f、 を

,Il⌒ 廃
条 支 夕 案

「政権による国民生活への同時多発テロ」
すべては『戦争する国づくり』へ向かうため

嗜

9月 2日 (水 )1時 30分 から清水沢公民館でゆうばり女性 9

条の会が「学習のつどい」を開きました。

開会に先立ち、2001年 に広島の中学生がつくった平和宣

言に曲をつけて 2004年から歌われるようになつた『ねがい』を

参加者みんなで歌いました。これまでも「学習のつどい」で歌い

継いできました。

講師は、ジャーナリストで和光大学の教授でもある竹信三恵

子さんです。「労働法が改悪され派遣で労働者が企業に都

合よく働かさせられ、都合よく解雇される。そのような労働環境

で貧困と格差社会が広がっていく。経済界からは、奨学金を返

せない若者を経済的徴兵へという話さえ出ている。

教育の分野でも新指導要領で教育の中身が変えられ、福

祉政策では介護報酬が引き下げられた。こうして安倍政権の

政策は、国民困窮化へと追い込み、経済を成長させれば防衛

費を増やし、海外へも支援できるとしている。安保法制とつなが

っていることが見えてくる。

安保法制は廃案へと運動が大きくなつているこのとき、視

野を広げ『戦争する国づくり』につながる政策の一つ一つをつぶ

していこう。」と力強く話されました。
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〓
名

が
参

加

し
た

し
た

民

‐
―‥
党

や
仕

民
党

か
ら

候
移

や

メ

ッ
セ
ー

ジ

が

あ

り
、

共

産
党

は

た

や
上

和

也

衆
議
院

議
員

¨
挨

拝

が

，め
ｈ
レよ
しヽ
た
一

夕
張
か
ら
事
務
局

の
熊

谷
泰
昌
さ
ん
が
、

「
す

ベ

て
共
同

の
運
動

で
、
夕
張

市
議
会
か
ら
戦
争
法

の
慎

重
審
議
を
求
め
る
意
見
書

が
採
択
さ
れ
る
見
通
し
に

な

っ
た
」
と
元
気
よ
く
報

告

し
、
参
加

の
高
校
生
も

３
０
０
人
を
超
え
る
参
加

者

の
前

で
、

「
安
倍
さ

ん

は

お
か

し

い
！
僕

た

ち

は
戦
争

な

ん

か

い
き

た

く
な

い
！
」

と
思

い

を
訴

え

ま

し
た
。

小
雨
交

じ

り

の
天
候

で
し
た
が
、

参
加

者

の

熱

い
訴

え

の
声

が
岩

見

沢

の
繁
華

街

に
響

き

渡

り
ま

し
た
。

会

場

に
は
、

中

学

生

や

若

い
親

子

づ

れ

な

ど

、

幅

広

い
年

代

の
人

々
が

集

ま

り
、

バ

ル
ー

ン

・

ア
ク

シ

ヨ
ン
や

工
夫

さ

れ
た
ゼ

ッ
ケ

ン
、
プ

ラ

カ
ー

ド
な

ど

で
色
華

や

か

に
会

場

を

埋

め

尽
く

し
ま

し
た
。

次

に

神

保

大

地

弁

護
士
が
『
明

日

の

平

和

と

自

由

を

つ
く
り
だ
す

た

め
に
～
安

保
法
案

の
本
質

と
暮

ら

し

へ
の
影
響
』

と
題

し

て
講

演
し
、
締
め
く
く
り
に

「
民

主
主
義

と

は
不
断

の
努
力
。

声

を
あ
げ

る
、
声

を
届
け

る
不
断

の
努
力
を
―

い
ま

す

ぐ
行
動

を

！
」
と
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後

に
事
務

局
が
用
意

し
た
、
「
安
全
保
障
関
連
法

案

の
国
民

へ
の
十
分
な
説

明
と
徹
底
審

議

を
求

め

る

意
見
書
」
採

択

に

つ
い
て

の
要
請
書

に
、
参
加
者

そ

れ
ぞ
れ
が

一
言

メ

ッ
セ
ー

ジ

を
添

え
、　
一
番
身

近
な

夕
張
市
議
会

に
あ

て
て
友

人
知

人
を
誘

い
、
市

民

の

声

を
市

議
会

に
届
け
よ
う

―
と
行
動

が
提
起
さ
れ
、

議
会
事
務

局

に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

や
郵
送

で
届

け

る

こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

議
会
事
務

局

に
は
、

９

人

の
議
員
あ

て
に

４３
人

の

方

か
ら

一
言

メ

ッ
セ
ー
ジ

と
と
も

に
、
要
請
書

が

送

ら

れ

、

願

い
ど

お

り

の
意

見

書

が

採

択

さ

れ

る

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。

９
月

６
日
、
鹿

ノ
谷

の

夕
張

キ
リ

ス
ト
教
会

に
お

い
て
、
『
憲
法
を
守

る
市

民

の
声

を
広
げ

る

つ
ど

い
』

が

「
明

日

の
平
和
を

つ
く

り
だ
す
夕
張

の
会

」

の
主

催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
代
表

の
渡

辺
輝
夫

牧
師

は
、
コ
」
の
夕
張
か
ら
、

皆
さ

ん
と

一
緒

に
平
和
を

求

め

る
声

を

発
信

し

て

い

き
た

い
」
と
あ

い
さ

つ
し

ま
し
た
。

.☆『安保関連法案、慎重審議』の意見書
18日、採択されることになりました :☆

民主主義 とは、

声をあげ、

声を届ける

不断の努力 !

日本共産党夕張市委員会へのご連絡 。ご相談はお気軽にどうぞ～ 丁e1/Fax:0123-52-3097 e―maniicp yuba百 @gmancOm



日本共産党の地域新開 発行所 :日 本共産党夕張市委員会 夕張市千代田2番地の l TEL&E懇 52‐ 3097 2015年 9月 20日 (日 )第 1509号 (2)

第

２７
回
夕
張
労
連

定
期
大
会
終
了
！

９
月
６
日
、
夕
張
労

連

の
定
期
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、

道
労
連
竹
田
事
務
局
次

長

の
挨
拶
が
あ
り
、
議

案
は
す

べ
て
承
認
さ
れ
、

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
８
月

３０
日
の
国
会
前

デ

モ
に
参
加
し
た
代
議

員

の
生

々
し
い
報
告
が

印
象
に
残
る
定
期
大
会

で
、
大
会
決
議

・
特
別

決
議
も
採
択
さ
れ
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

土
佐
の

「新
聞
の
葬
式
」
デ
モ
　
そ
の
３

死
亡
広
告
で
発
禁
処
分
に
抗
議

前
後

５
回
わ
た
る
停
刊
を
受
け
た

コ
品
知
新

聞
」

は

３
２
３
号
を
も

っ
て
７
月

‐４
日
遂

に

発
禁

と
な

り
ま
す
。

次

の
日
の

「
高
知
自

由

新

聞
」

に
は
、
黒
枠
付

き

の
死
亡
広
告

が
載

り
ま
す
。

こ
れ
ま
た
か
な

り
ふ
る

っ
た
文
言

で
、
し
か

も

「
三
千
六
百
余

万
の
同
胞
諸
君
」
と
、
当
時

の
日
本
総
人

口
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。

翌

日

‐６
日
の
紙
上
に
は
、
「
当

日
午
後

一
時

を
期

し
て
新
聞
葬
執
行
を
広
告
」
し
て
い
ま

す
。

い
よ

い
よ

「
新

聞

葬

」

の
葬

列

が

行

く

「
こ
の
葬
儀

を
発
案

し
た
横

山

又
吉
、
大
き
な
筆
を
く
く
り

つ
け
た
忌
中

笠
を
か
ぶ

っ
て
喪
主
と
な
り
、
棺

に
は
発
禁

に
な

っ
た
新
間
を
詰

め
込
み
、

『
投
身
成
仁
　
視

死
如
帰
』

（
身

を
殺

し

て
仁
を
成

す
、
死
を
視

る

こ
と
帰

す
る
が
ご
と
し
）
と
書

い
た
大
肺
を
先
頭

に
弔
旗

二
十
姉
、
社
員
は
忌
中
笠
、

自
由
党
員

は
麻
上
下

で
こ
れ
に
続
き
、
陽
暉
楼

の
芸
妓
も
辻

々
の
車
夫
も
喪

装

で
参
列
し
、
着
列
帳

に
記
し
た
も

の
だ
け
で
も

二
千

二
百
二
十
七
人
に
お

よ
び
、
見
物

の
や
じ
馬
も
加
わ

っ
て
そ

の
数
五
千
と
も
算

せ
ら
れ
た
。
」
Ｇ
日

本

の
百
年
』
よ
り
）

葬

列
は
、
高
知
新
聞
社

か
ら
東

に
進

み
青
柳

橋
を
渡

り
、

五
台
山
に
着

い

た
時
、
行
列
は
ま
だ
遠

く
高
知

の
市
中

に
尾
を
引

い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て

い
ま
す
。

五
台
山

の
紅
葉
谷

（
社
主

の
深
尾
重
行

の
持
山
）

で
棺
を
埋
め
、
民
権
坊
主

の
名
を
と

つ
た
永

国
寺

の
野
村

随
光
師

が
導

役
を
勤

め
式
を
終

え

て

い
ま

す
。こ

の
光
景
、
想
像
し
て
み
て
下
さ

い
。

い
か
な

る
弾
圧
に
懸
命

の
当
局
も
、

葬
式

に
は
手
が

つ
け
ら
れ
な

い
。

し
か
も
芸
妓
や
車
夫
も
、
野
次
馬
ま

で
も

の
葬
列
は
、
ま
さ

に
民
衆

の
抵
抗

の
姿

で
す
。

怒

り
を
皮
肉

に
代

え
、
風
刺

に
訴
え
笑

い
飛
ば
す
民
権

運
動

の
底
力
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

紙
智
子

「
国
会
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

網
走
市
内
の
ほ
場

で
、
ジ

ャ
ガ
イ

モ
の
害
虫
シ

ロ

，
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
が
発
見
さ
れ
た
と

の
連
絡
が
入
り
、
以
前
、
セ
ン
チ

ュ
ウ
が
発
見

さ
れ
た
時

の
こ
と
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。
セ

ン
チ

ュ
ウ
は
〇
．
六
ミ

リ
程
度

の
シ
ス
ト
と
言
う
硬

い
殻
に
守
ら
れ

て

一
〇
年
以
上
も
生
き

続
け
ま
す
。
土
は
移
動

で
き
な

い
し
、
農
薬
な
ど

で
も
簡
単
に
駆
除

で

き
ま
せ
ん
。

ジ

ャ
ガ
イ
モ
は
、
北
海
道

の
重
要
な
基
幹
作
物

で
す
。
早
速
、
政
府

に
被
害
状
況
の
調
査
、
ま
ん
延
防
止
策
、
営
農
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
に
存
在
し
な

い
セ
ン
チ

ュ
ウ
が
何
故
、
発
見
さ
れ
た

の

か
。
侵
入
経
路

の
解
明
が
急
が
れ
ま
す
。
同
時

に
抵
抗
性
品
種

（
こ
の

害
虫
を
寄
せ

つ
け
な

い
品
種
）
の
開
発
が
避
け

て
通
れ
ま
せ
ん
。
イ

モ

の
原
原
種
を
生
産

し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
か

ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
イ
モ
の
増
殖
は
種
と
違

っ
て
増
殖
率
が
低

い
の

で
、
抵
抗
性
品
種

の
開
発
に
は

一
〇
年
ぐ
ら

い
か
か
る
と
言

い
ま
す
。

林
芳
正
農
水
相
は

「
平
成

二
十

二
年
度
を
目
途

に
進
め

て
い
る
、
加
速

し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
ん
な

に
時
間
が
か
か
る
の
か
と

思

い
な
が
ら
、
被
害
が
広
が
ら
な

い
よ
う
願

い
、
農
家

へ
の
支
援
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

関
東
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
雨
洪
水
災
害
調
査

で

先
週
末
、
茨
城
県
に
入
り
ま
し
た
。
台
風
十
八
号

の
影
響

で
発
生
し
た

雲
が
鬼
怒
川
に
沿
う
よ
う
に
南
北

に
停
滞
し
た
た
め
水
位
が
上
昇
し
、

堤
防

の
決
壊
、
浴
水

で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
、
被
害
対
策
会
議
は

一
〇
分

で
終
わ
り
、
そ
の
後
、
戦

争
法
の
採
決
日
程
の
打
ち
合
わ
せ
に

一
時
間
以
上
を

つ
い
や
し
た
そ

う

で
す
が
、
苦
難
に
心
を
寄
せ
な

い
姿
勢

に
怒
り
を
覚
え
ま
す
。

住
民
の
書
難
と
政
治

くずさんの

夕張歴史散歩 (33)

智

子
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